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福祉（専）

科目名

社会福祉基礎Ⅰ
履修条件

特になし

単位数 対象年次 年次優先枠 （参考）前年度教材費

2 2,3 2  

紹介

履修上の注意

科目名

社会福祉基礎Ⅱ
履修条件

社会福祉基礎Ⅰを履修していること

単位数 対象年次 年次優先枠 （参考）前年度教材費

2 3 -  

紹介

履修上の注意

座学、グループワーク、ペアワーク、発表を中心とした授業です。
年間３回の定期試験、課題提出、プリント提出、グループワークの取組状況で成績を評価します。
中学校の「総合的な学習の時間」などで学んできた社会福祉の内容を発展させ、社会福祉や看護、医療関係
の知識、技術を身に付けます。
主な学習内容は「社会福祉」とは何かという視点で、「対人援助」、「福祉理念」、「女性福祉」、「児童
福祉」、「貧困」、「資本主義体制と社会福祉の関係」、「社会保障制度」を中心に学びます。
将来、社会福祉、看護、医療関係の進学や介護関係の就職を考えている生徒に適しています。

・グループワーク、ペアワーク、発表が多くあります。
・授業時間内に取り組んだ内容のプリント提出、課題提出を行います。未提出もしくはプリント記述が見ら
れない場合は評価ができません。
・定期試験（年３回）を実施します。

　座学、実技、グループワーク、ペアワークを中心とした授業です。
　「社会福祉基礎Ⅰ」の内容を土台として、さまざまな視点で社会福祉、看護、医療関係の学習をします。

・授業は社会福祉基礎Ⅰの内容を理解していることを前提とした内容から始まります。
・実技、グループワーク、ペアワーク、発表が多くあります。
・授業時間内に取り組んだ内容についてプリント提出、課題提出を行います。未提出、プリント記述が見ら
れない場合は評価ができません。
・定期試験を実施しないため、すべて授業内での取り組み、課題提出で評価します。授業に参加しない、取
り組まない場合は評価できません。



科目名

生活支援技術
履修条件

特になし

単位数 対象年次 年次優先枠 （参考）前年度教材費

2 2,3 3  

紹介

履修上の注意

科目名

こころとからだの理解
履修条件

特になし

単位数 対象年次 年次優先枠 （参考）前年度教材費

2 2,3 3  

紹介

履修上の注意

　座学、グループワーク、ペアワークを中心とした授業です。
　こころとからだのしくみについて学び、援助を必要とする人（障がい者や患者、認知症高齢者）の生活に
ついて考えます。
　主な学習内容は、「こころのしくみ」「神経と脳の構造」、「眼球の構造と視覚障害」、「耳の構造と聴
覚障害」、「内臓のしくみ」、「肢体不自由」、「知的障害」、「高齢者の特徴」、「認知症サポーター養
成講座」、障害のある方とのかかわり方などについて学習します。
　看護・医療系、介護関係の進学、就職を考えている人に適しています。

・グループワーク、ペアワーク、発表が多くあります。
・授業時間内にプリント提出、課題提出を行います。未提出もしくは記入されていないプリントは評価がで
きません。
・定期試験（年３回）を実施します。

　基礎的な介護の知識と技術を身につけるとともに、さまざまな介護場面において適切かつ安全な介護技術
を実践する能力と態度を培います。
　主な学習内容は、寝返り支援、シーツ交換、食事、着替え、移動、入浴、睡眠の介護を校内実習を通して
学習します。また、レクリエーションの体験等の学習を実施します。
　介護について勉強し、介護・看護・医療系を目指している生徒に適しています。

・介護実技をします。つけ爪、アクセサリー等をしたままでは受講できません。
・実技のため、授業に参加しない、取り組みが少ない場合は評価ができないことがあります。
・ペアワーク、グループワークでお互いに身体接触を伴う介護を行います。
・欠席日数が少ない生徒が望ましいです。
・実技試験を年２回実施します。


